
調達へ研究・開発 量産設計・
量産準備

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

量産設備の
準備、
設備投資

●  製造設備の自社
開発を行い、専用
設備を持つことに
よる量産コストの
低減

●  量産設計の効率
化とリードタイム
削減を目指したコ
アアセット（資産
化された差別化
技術）の活用

●  量産品質の安定と
作業負荷軽減を実
現する設備、工程
設定

人的

設計
エンジニア

●  受注後、量産立ち
上げまで一連の進
捗管理を行う仕組
みを持ち、各プロ
セスの節目ごとに
仕様、品質、コスト
の精査・確認を実施
（NPDS）  用語集  
▶P.46

●  設計品質が製造
品質に重要な影
響を与えるため、
要求される仕様を
的確に把握し、製
品設計に反映、商
品開発、設計提案、
案件管理を向上

●  市場（エンドユー
ザー）の要求品質レ
ベルの把握と製品
への反映 ▶P.46

●  地球環境の保全・
CO2排出削減に貢
献する量産設備
の導入 ▶P.40-43

知的

各種関連
技術の蓄積 ●  AIやシミュレー

ションの活用によ
る量産・評価効率
の向上

R&D拠点

量産設計は、お客様に納入する製品（量産品）の
設計活動。新規設計によるものと、新規設計を
要しない標準品による量産がある。量産準備
は、仕様の最終化を経て、工場での工程・製造設
備などの準備活動。製品仕様と設備・工程につ
いてお客様の承認を要する場合が多い

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

人的
技術人材

●  NIT（NSK Institute of 
Technology）  用語集をは
じめとした、技術人材の育
成・強化のための体系的教育
プログラムと独自の教育機関
参考：NIT受講者数（FY2022）495名

●  急速な技術変化に対する
プロアクティブな研究開
発テーマの設定と推進
（電動化、自動化、IoT、環
境など）

●  技術人材の層の厚さ、知
見・経験に基づく技術の
蓄積をベースとした技術
課題への高い対応力

●  4コアテクノロジープラス
ワンの伝承と進化のための
エンジニアの育成と確保 
▶P.32-33

知的

4コア
テクノロジー
プラスワン、
R&D拠点

●  R&D拠点のグローバル
体制とネットワーク

●  デジタルツインの活用によ
る開発・評価効率の向上 
▶P.33

●  開発段階から、品質を重
視し、最適化する「プラス
ワン＝生産技術」の向上

●  地球環境の保全・CO2排出
削減に貢献する技術、およ
び製品の開発 ▶P.42-43

社会・関係

外部との
R&D体制

●  お客様との密接な関係を
基礎に、製品や技術にかか
わるニーズをいち早く入
手し、開発に取り組む体制

●  お客様・サプライヤー・外部
研究機関等などとの連携・
共同開発による製品開発
への反映（例：鋼材、グリー
ス、モーター、ECUなど）

●  さらなるオープンイノベー
ションの活用 ▶P.33

財務

研究・開発を
支える財務基盤 
参考：技術関連費用
（FY2022）308億円

●  成長のための技術関連
投資（対売上高3～4%）

●  安定した財務基盤

●  既存製品の商品力強化、
新商品・新事業の拡大  
▶P.26-27

受 注
営業、技術部門が一体となって、客先ニーズ、社会
ニーズを把握した上で、技術提案やデモンストレー
ションを行い、受注に結び付ける。グローバル案件
では、世界各地の関連拠点と連携

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

製造

QCDDSM

 用語集に
おける経験と
実績

●  グローバル展開
力、グローバル供
給力が様々な受注
（新規開発品受
注、改良品受注、
既存品受注、標準
品受注など）の獲
得に貢献

●  グローバルな生産
拠点を活用した最
適地からの供給
提案 ▶P.35

人的
営業人材

●  グローバルアカウ
ントマネジャー
（GAM）  用語集 と
キーアカウントマ
ネジャー（KAM）

 用語集 の連携に
よる対応

●  変化する客先ニーズ
や社会ニーズを踏ま
え、既存技術、新規
開発技術を活用し
た提案力のレベル
アップ ▶P.26-27

●  信頼関係の維持
と、従来の方法にと
どまらない新しい
スタイルでの価値・
サービスの提案・
提供

知的
技術提案力

●  NSKのエンジニ
ア、営業担当がお
客様と密接なコ
ミュニケーション
を取れる関係とそ
れをサポートする
社内体制

社会・関係

お客様との
強い信頼関係、
NSKブランド力

●  お客様に信頼され
る高品質と環境対
応に注力

トライボロジー、材料技術、解析技術、メカトロ技術、生産技術から
成る「4コアテクノロジープラスワン」を基盤に、基盤研究、先行開
発、アプリケーション開発、生産技術において、既存技術の発展や新
しい技術、製品、サービスにつなげる活動

財務

製造

 製造資本  知的資本  人的資本

 財務資本  社会・関係資本  自然資本

価値協創モデルで示したバリューチェーンの各活動は、NSKの持つ諸資本を効率的に活用し
NSKならではの強みを活かすことで、NSKの事業活動を強固なものにしています。
ここでは、各活動の概要と主要な資本、NSKの強み、またさらなる深化を目指すための課題について紹介します。

価値協創ストーリー
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調達へ研究・開発 量産設計・
量産準備

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

量産設備の
準備、
設備投資

●  製造設備の自社
開発を行い、専用
設備を持つことに
よる量産コストの
低減

●  量産設計の効率
化とリードタイム
削減を目指したコ
アアセット（資産
化された差別化
技術）の活用

●  量産品質の安定と
作業負荷軽減を実
現する設備、工程
設定

人的

設計
エンジニア

●  受注後、量産立ち
上げまで一連の進
捗管理を行う仕組
みを持ち、各プロ
セスの節目ごとに
仕様、品質、コスト
の精査・確認を実施
（NPDS）  用語集  
▶P.46

●  設計品質が製造
品質に重要な影
響を与えるため、
要求される仕様を
的確に把握し、製
品設計に反映、商
品開発、設計提案、
案件管理を向上

●  市場（エンドユー
ザー）の要求品質レ
ベルの把握と製品
への反映 ▶P.46

●  地球環境の保全・
CO2排出削減に貢
献する量産設備
の導入 ▶P.40-43

知的

各種関連
技術の蓄積 ●  AIやシミュレー

ションの活用によ
る量産・評価効率
の向上

R&D拠点

量産設計は、お客様に納入する製品（量産品）の
設計活動。新規設計によるものと、新規設計を
要しない標準品による量産がある。量産準備
は、仕様の最終化を経て、工場での工程・製造設
備などの準備活動。製品仕様と設備・工程につ
いてお客様の承認を要する場合が多い

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

人的
技術人材

●  NIT（NSK Institute of 
Technology）  用語集をは
じめとした、技術人材の育
成・強化のための体系的教育
プログラムと独自の教育機関
参考：NIT受講者数（FY2022）495名

●  急速な技術変化に対する
プロアクティブな研究開
発テーマの設定と推進
（電動化、自動化、IoT、環
境など）

●  技術人材の層の厚さ、知
見・経験に基づく技術の
蓄積をベースとした技術
課題への高い対応力

●  4コアテクノロジープラス
ワンの伝承と進化のための
エンジニアの育成と確保 
▶P.32-33

知的

4コア
テクノロジー
プラスワン、
R&D拠点

●  R&D拠点のグローバル
体制とネットワーク

●  デジタルツインの活用によ
る開発・評価効率の向上 
▶P.33

●  開発段階から、品質を重
視し、最適化する「プラス
ワン＝生産技術」の向上

●  地球環境の保全・CO2排出
削減に貢献する技術、およ
び製品の開発 ▶P.42-43

社会・関係

外部との
R&D体制

●  お客様との密接な関係を
基礎に、製品や技術にかか
わるニーズをいち早く入
手し、開発に取り組む体制

●  お客様・サプライヤー・外部
研究機関等などとの連携・
共同開発による製品開発
への反映（例：鋼材、グリー
ス、モーター、ECUなど）

●  さらなるオープンイノベー
ションの活用 ▶P.33

財務

研究・開発を
支える財務基盤 
参考：技術関連費用
（FY2022）308億円

●  成長のための技術関連
投資（対売上高3～4%）

●  安定した財務基盤

●  既存製品の商品力強化、
新商品・新事業の拡大  
▶P.26-27

受 注
営業、技術部門が一体となって、客先ニーズ、社会
ニーズを把握した上で、技術提案やデモンストレー
ションを行い、受注に結び付ける。グローバル案件
では、世界各地の関連拠点と連携

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

製造

QCDDSM

 用語集に
おける経験と
実績

●  グローバル展開
力、グローバル供
給力が様々な受注
（新規開発品受
注、改良品受注、
既存品受注、標準
品受注など）の獲
得に貢献

●  グローバルな生産
拠点を活用した最
適地からの供給
提案 ▶P.35

人的
営業人材

●  グローバルアカウ
ントマネジャー
（GAM）  用語集 と
キーアカウントマ
ネジャー（KAM）

 用語集 の連携に
よる対応

●  変化する客先ニーズ
や社会ニーズを踏ま
え、既存技術、新規
開発技術を活用し
た提案力のレベル
アップ ▶P.26-27

●  信頼関係の維持
と、従来の方法にと
どまらない新しい
スタイルでの価値・
サービスの提案・
提供

知的
技術提案力

●  NSKのエンジニ
ア、営業担当がお
客様と密接なコ
ミュニケーション
を取れる関係とそ
れをサポートする
社内体制

社会・関係

お客様との
強い信頼関係、
NSKブランド力

●  お客様に信頼され
る高品質と環境対
応に注力

トライボロジー、材料技術、解析技術、メカトロ技術、生産技術から
成る「4コアテクノロジープラスワン」を基盤に、基盤研究、先行開
発、アプリケーション開発、生産技術において、既存技術の発展や新
しい技術、製品、サービスにつなげる活動

財務

製造

 製造資本  知的資本  人的資本

 財務資本  社会・関係資本  自然資本

価値協創モデルで示したバリューチェーンの各活動は、NSKの持つ諸資本を効率的に活用し
NSKならではの強みを活かすことで、NSKの事業活動を強固なものにしています。
ここでは、各活動の概要と主要な資本、NSKの強み、またさらなる深化を目指すための課題について紹介します。

価値協創ストーリー

NSKの事業活動とバリューチェーンの深化02
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研究・
開発へ調 達

開発・設計部門が決定した仕様に基づき、製品に使
われる原材料・部品および生産設備・副資材などを
調達する活動。サプライヤーとの公正・公平・透明
で社会や環境に配慮した取引を通じて、高いレベ
ルのQCDと安定調達を実現

生 産

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

人的
生産技能者

●  優れた設備開発力、また
設備を長年使いこなす
現場力、保全力

●  各工場で「生産革新（APS）
活動」を進め、生産現場にお
ける改善の取り組みを継続
的に実施

●  「NSKモノづくりセン
ター  用語集 」を通じ、国
内外の工場の技能者に
対し、技能の伝承と技術
力向上を目指した実習、
トレーニングを実施

●  モノづくりの伝承、進化
のための人材の育成と
確保、働きやすい職場づ
くり ▶P.34

知的

生産技術・
ノウハウの蓄積

●  国内工場および海外工
場の一部がマザー工場

 用語集として海外工場
の立ち上げや各種課題
の対策などを支援する体
制を整備

●  現場力とデジタル技術を
組み合わせたNSKの新
たなモノづくり
  ・  生産の超安定化（稼働状
況の見える化、止まらな
いラインの構築） ▶P.34

  ・  生産技術・ノウハウの共
有の仕組み（PM-Ai）の
グローバル各工場への
導入

●  スマートファクトリー

 用語集、次世代ライン
の構築の取り組み

●  工場の設備管理の仕組
み、設備保全スマート化
の仕組み（PM-Ai）の開発

製造
生産工場・設備

●  国内20、海外47の工場を
有し、グローバルな需要
にタイムリーに応えられ
る生産体制を持つ

●  生産におけるBCPの実
効性強化（建屋・設備の
耐性強化、補完的供給力
の向上） ▶P.49

自然

エネルギー資源と
鉱物資源

●  省エネ・省資源を高める
生産設備・技術の開発

●  地球環境の保全・CO2排
出削減にさらに貢献しう
る生産設備、生産工程へ
のシフト ▶P.42-43

社会・関係

サプライヤーと
地域社会

●  サプライヤーおよび地域
社会との良好で強固な関
係を維持・強化

当社グループの生産工場での製品製造。品質・コスト・納期（QCD）に
厳しい管理を行うため、製造、品質保証、生産技術、設備管理、生産管
理、工場経理、総務労働など多岐にわたる業務連携が必要。産業機械
事業本部、自動車事業本部がそれぞれ傘下に生産工場を持つ

販売・
アフター
マーケット～
フィードバック

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

人的

SPI
（販売・
生産・在庫）
マネジメント
を行う人材

●  高水準のSPIマネジ
メント  用語集によ
って適正な在庫保
有と厳格な在庫管
理を実践

●  物流にかかる環境
負荷低減に向けた
取り組みの継続
強化

●  需要変動への機敏
な対応を実現する
サプライチェーンの
構築

知的

アフター
マーケットに
おける
客先への
技術提案力、
サポート力

●  製品や技術サー
ビスを通じてお客
様へ付加価値を
提 供 す る 活 動
（A I P :  A s s e t 
Improvement 
Program）の推進

●  AIP活動の取り組
み・ノウハウの蓄
積、グローバル展
開によりさらなる
サービス向上

製品に
関する調査・
解析データ

●  フィードバックを
もとにした製品改
良や新技術につい
ての提案力

●  お客様、エンドユー
ザーの不具合・破
損状況など、広範
なデータを基づく
高い解析能力と技
術の蓄積

●  客先や市場のフィー
ルドデータを活用し
た設計、開発

社会・関係

アフター
マーケットに
おける流通
チャネル
（顧客、代理店、
販売店）

●  グローバルな販売
ネットワークで、迅
速かつきめ細かな
対応

●  代理店、販売店と
の強固な関係と広
いネットワーク

●  他社製品の補修・
メンテナンス需要
にも対応、また定
期メンテナンス以
外の突発需要に対
し、ネットワークを
活かした即納対応
に注力

●  顧客満足度のさら
なる向上（チャネ
ルマネジメントの
強化、スペシャリス
ト育成）

主要な資本 資本の活用
NSKの強みの創出

深化のための
取り組み課題

社会・関係

サプライヤー
との信頼関係

●  災害などの発生時
に、サプライヤー
の被害状況や問
題を迅速に把握
し、サプライヤーと
連携して必要な対
策が取れる体制を
構築

●  持続可能な社会
の実現に向けて、
サプライチェーン
全体でCSR活動を
推進

●  安定調達（供給柔
軟性の確保、サプ
ライチェーンBCP
の実効性強化）

●  サプライチェーン
全体でのCSRマネ
ジメントのレベル
アップをサポート 
▶P.45

知的

開発購買

●  サプライヤーとの
協業による継続的
な改善活動や共
同開発により、高
いレベルのQCD
を実現

●  サプライヤーポー
トフォリオの最適
化（協業と競争原
理の徹底）

人的

●  設備の自社開発・
生産、グループ内
調達を可能とする
体制

●  現地調達の拡大に
より為替変動に対
する耐性を強化

●  バリューチェーン
全体で環境負荷を
低減（環境負荷物
質の適正な管理、
地球温暖化対策）
する意識の徹底

バイヤースキル
●  サプライヤーBCP
活動の推進

●  サプライチェーン
BCPの実効性強化

販売は、製品をお客様や代理店に納品し、検収を
受け、売り上げを計上するまでの活動。アフター
マーケットは、お客様・エンドユーザーの設備・機
器のメンテナンス・補修にかかわる対応。お客様か
らのフィードバックを受け、生産計画の見直しや
在庫管理、製品の改良や新製品開発などに反映
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